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『蒙古字韻』篆字母の実用例 

―匣母字について― 

吉池孝一 

一 

『蒙古字韻』は、パスパ文字の篆字を集めて「篆字母」として巻頭に収める。この『蒙

古字韻』の篆字母と、実際に印章や碑額で使用されたパスパ文字の篆字を表にまとめたも

のに照那斯圖(1980)の「八思巴字篆体字母研究」がある。これは 1980 年までに見ることの

できた資料による成果でありこの分野の唯一の研究であるが、『蒙古字韻』にあるけれども

対応する実用例を挙げないというものもある。本稿は、そのようなものの内、実用例と見

なしうるものを追加しようとするものである。 

二 

 照那斯圖(1980)は『蒙古字韻』篆字母の匣母字（図１参照）と同形の実用例を挙げない。

しかしながら、吉池孝一(2004)が紹介する古代文字資料館所蔵の私印（図４参照。中央の第

１音節目はパスパ文字漢語で“o【合】”とあり、下に漢字の“同”が続く。両者で漢語の

合同（契約書）となる。初頭のパスパ文字のが匣母字）に同形の匣母字を見出すことがで

きる（図２参照）。もっとも、この匣母字の印影には、左の縦線部分が欠けている。実物

によると、縦線部分の銅材が後に欠落したことを確認することができる。本来は図３のよ

うであったことがわかる。これは『蒙古字韻』の匣母字と同形となる。 

 

      

 

 

 

 

図１『蒙古字韻』の匣母字    図２私印の【合】    図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４「金記・合同・利市」印 
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